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伊豆小笠原諸島沿岸海岸保全基本計画の改定、海岸保全施設の整備

重点的な対策地区を先行実施 気候変動へ対応に向けた強化

事業の進め方 ２０２０年代 ２０３０年代 ２０４０年代

公園など公共施設を活用した

高台確保等の推進
高台まちづくりの推進（高規格堤防の整備促進 等）

トンネル内防水ゲートの整備、駅出入口の改修等を実施

水管橋等の地中化（優先14か所） その他の水管橋等の地中化

多摩川南岸道路等の災害時の代替ルート等となる道路整備

過去の倒木被害を踏まえて街路樹の診断・対策 街路樹の診断・対策

老朽空き家等の除却の推進（区市町村への支援）

岸壁等の整備（利島港）

砂防施設の整備等、優先度の適宜見直し

３Ｄ地形データを活用
した優先度検討

流域下水道雨水幹線の整備

防潮堤嵩上げ（先行実施箇所） 防潮堤嵩上げ

下水道増強幹線等の整備（重点地区） 更なる整備の推進

調節池等の整備 気候変動に対応した新たな施設整備
整備のスピードアップ 気候変動への対応に向けた強化

先端技術の実装による優先箇所抽出・対策 気候変動に伴う土砂災害リスク増大へ対応

被害実績等を踏まえた重点的な対策 猛烈な台風に伴う強風被害を着実に発生抑止

台風の大型化傾向を踏まえた施設強化 気候変動へ対応した水準へレベルアップ

（１）激甚化する風水害から都民を守る

都道※等の無電柱化

※計画幅員で完成した歩道幅員2.5m以上の都道第一次緊急輸送道路※の無電柱化50％
（環状七号線※の無電柱化100％）

雨水貯留浸透施設の設置等の推進（時間10㎜相当分） 更なる取組の推進

下水道施設の耐水化のレベルアップ

48

01 豪雨や高潮等による浸水を

最大限防ぐ

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

02 起こり得る全ての水害から

都民の生命や生活を守る

03 生命を脅かす土砂災害を防ぐ

とともに孤立を阻止する

04 台風などによる強風被害の

回避

05 島しょの風水害対応強化
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事業の進め方 ２０２０年代 ２０３０年代 ２０４０年代

特定緊急輸送道路：総合到達率99％達成
一般緊急輸送道路：耐震化率90%達成

一般緊急輸送道路沿道 耐震化支援等

首都高速晴海線延伸

整備地域の建替等を支援 不燃領域率70％達成へ向けた更なる加速・強化

特定整備路線の整備

私道を含めた無電柱化

新耐震基準以降(2000年以前)の木造住宅耐震化支援

自立電源確保・エレベーターの早期復旧 在宅避難に必要なインフラを確保

島しょ港・空港の無電柱化

各島１岸壁（緊急輸送用）の耐力強化

第一次緊急輸送道路※の無電柱化50%
（環状七号線※の無電柱化100%）

都道※等の無電柱化

下水道の耐震化の推進 更なる推進（対象施設を拡大）

老朽管などを計画的に耐震化断水被害が大きいと想定される地域の解消

旧耐震住宅、
マンションの耐震化

木造住宅密集地域の不燃化をほぼ達成 木造住宅密集地域を燃え広がらない、燃えないまちに改善

緊急輸送網の確保策を強化 主要な防災拠点間を緊急輸送網で確実に結ぶための施策を展開

旧耐震建物の耐震化に目処 全ての住宅・建築物等において耐震性能を確保

在宅避難に不可欠なインフラ・備蓄を配備 更なる在宅避難促進により避難所への著しい集中を抑止

重要施設の耐震性能等の強化を加速 島しょ全体における耐震・津波対策に目途

防災拠点等へのアクセスルートとなる道路等の事業推進

緊急輸送網の補完・強化

※ 計画幅員で完成した歩道幅員2.5m以上の都道

下水道の耐震化・液状化対策の推進 更なる推進（対象施設を拡大）

（２）大地震があっても「倒れない・燃えない・助かる」まちをつくる

66

区市町村と連携した地域防災力の向上

都営住宅の建替えや区画整理に併せた無電柱化

01 大地震時の緊急輸送網を

確実に確保

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

02 木密地域の改善による

燃えないまちの形成

03 耐震化などによる倒れない・

壊れないまちの形成

04 大地震後における住宅・

インフラ・都民生活の持続性確保

05 島しょにおける耐震・

津波対策

プロジェクト

53

Administrator
スタンプ

Administrator
スタンプ

S0821011
四角形



54



55



56



事業の進め方 ２０２０年代 ２０３０年代 ２０４０年代

長沢浄水場の覆蓋化 更新に合わせて順次、浄水処理施設を屋内化

下水道管の除灰技術の開発

優先除灰道路の決定

三池港船客待合所や駐車場整備

地域住民への火山防災に係る普及啓発・促進

噴火警戒レベルに応じた緊急減災対策の推進 設計、整備、順次運用（噴火時に対応）

復旧実施計画の策定 体制構築や配備等の中で実効性をレベルアップ

先行施設にて降灰対策を実装 インフラの更新時に降灰対策仕様へレベルアップ

都県間含め降灰の除去に際しての役割分担等を明確化

次の島しょ噴火への対策に目途 体制構築や配備等の中で実効性をレベルアップ

第一次緊急輸送道路※の無電柱化50%
（環状七号線※の無電柱化100%）

都道※等の無電柱化
※ 計画幅員で完成した歩道幅員2.5m以上の都道

集積場所の確保、既存の処理ネットワークの活用など

下水道管の応急復旧計画の立案及び運用

除灰体制の構築・ロードスイーパー等の確保

（３）噴火が起きても都市活動を維持する

84

訓練の実施・検証の繰り返しによる実効性の向上

01 降灰時の都市インフラの

持続可能性向上

プロジェクト

プロジェクト

02 降灰時の都市インフラの

迅速復旧

04 島しょの火山噴火時における

島民避難円滑化

03 都市全体で取り組む

日常生活の回復に向けた
降灰除去体制の確立

プロジェクト

プロジェクト
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デジタルツインの運用を開始し、都市の強靭化を推進

５Gエリア拡大に向けた取組

再エネ由来水素の設備等
導入促進（事業者支援）

都有施設への太陽光パネル設置推進

在宅避難に繋がる太陽光発電や蓄電池などの導入支援

地産地消型再エネ発電設備
の導入促進（事業者支援）

事業の進め方 ２０２０年代 ２０３０年代 ２０４０年代

電力事業者等との連携強化

地産地消型再エネの需要拡大

都市開発諸制度
活用方針改定 都市開発諸制度運用

水素の需要拡大・社会実装化

都有施設へのWi-Fiアクセスポイントの設置

衛星通信の活用 範囲拡大・活用の検討

デジタルツインの基盤整備
（庁内3Dビューア整備、点群データ、３D都市モデリング）

災害リスクの見える化
都庁統一基準の策定

デジタル基盤の
クラウド化

防災関連シミュレーションの運用開始

デジタル基盤の整備

多様なアプローチの展開 「つながる東京」の実現

普及のスピードアップ

整備のスピードアップ

どこでも避難ができる環境整備の推進

（４）災害時の電力・通信・データ不安を解消する

98

まち全体のWi-Fi環境の高度化に向けた取組

04 データの確実な保全及び

データ活用による強靭化の取組

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

03 通信網の確実な確保

02 都市全体で行う、電力不安に

強いまちづくり

01 都民生活を守るインフラ施設

の電力対策
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事業の進め方 ２０２０年代 ２０３０年代 ２０４０年代

西新宿地区における道路空間等の再整備

周辺開発等の進捗に合わせた再整備

KK線上部空間の整備（周辺まちづくりと連携した段階的整備等による一部空間の早期開放）

公開空地・道路の活用促進（まちづくり団体登録制度やほこみち制度の拡充）

隅田川等における「川の軸」の展開（歩きやすい居心地のよい河川空間の創出）

外濠の導水施設 設計・施工

公園における民間と連携した活用推進

自転車通行空間
優先整備区間等整備

鉄道利用分散化・スムーズビズ定着

公的住宅の建替え等におけるテレワーク環境等の整備

新しいライフスタイルにふさわしい住情報等のWeb発信

南大沢地区 多様な交通サービス等の展開 交通サービスの定着

その他区間の整備

混雑状況や社会情勢を踏まえた更なる取組

都庁周辺の公開空地等の再整備

都市を象徴する水辺空間を創出 水辺や公園が誰にも使われる創意工夫を凝らした空間にレベルアップ

公共施設の再生等によるゆとりある公共空間づくり いつでもどこでも安心して集える空間を更に創出

既存の交通手段の多様化・分散化を推進 新技術、最先端技術を交通手段に実装

主要駅周辺にサテライトオフィスが設置

（５）感染症にも強いまちをつくる

112

01 屋外における都市活動の充実に

つながるゆとりある空間の創出

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

02 開放的で誰もが利用できる

公園や水辺の整備

03 感染リスクの低減にも寄与する

交通手段の多様化

04 徒歩圏内における

働く環境の充実
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